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平成 27 年３月 29 日午後８時 35 分頃、福島第一原子力発電所免震重要棟から西側

へ向かう道路脇の側溝付近において、側溝内から煙が出ているとの連絡が当社社員か

ら緊急時対策本部に入りました。 
同日午後８時 39 分に双葉消防本部へ連絡し、午後８時 43 分に火元確認のため、当

社社員（火元確認者）が現場へ出向するとともに、午後８時 46 分に自衛消防隊に対

して現場への出動を要請し、現場に到着した当社社員により、同日午後８時 57 分頃

から消火器を用いた初期消火を開始しました。午後９時１分に当社社員（火元確認者）

が現場へ到着して確認したところ、側溝上に敷いてある鉄板の隙間より発煙があるこ

とを確認しました。午後９時 26 分、発煙は停止しました。 

同日午後９時 45 分からの公設消防による現場確認においても発煙がないことを確

認していただいております。なお、公設消防については、午後 10 時 10 分に発電所構

内から退構しています。 
その後、富岡消防署による現場確認の結果、本日午後４時 50 分に火災であると判

断されるとともに、３月 29 日午後９時 50 分に鎮火したと確認していただいておりま

す。 

 
発電所構内ダストモニタおよびモニタリングポストの指示値に有意な変動はあり

ませんでした。また、３月 29 日午後９時 30 分現在、現場周辺のダスト放射能濃度を

測定したところ、検出限界値未満（検出限界値：8.2×10-5Bq/㎝３）でした。（現場周

辺の雰囲気線量は５μSｖ/h） 
発煙の発生により、現時点で関連パラメータに異常はなく、けが人等は確認されて

いません。 

 
当社にて側溝上に敷いてある鉄板を退けた上で側溝内を確認したところ、側溝内を

通っている複数のケーブル・ホース類が約５ｍの範囲で損傷していることを確認しま

した。本日、側溝内を通っている複数のケーブル・ホース類について、現場調査した

結果、９本のケーブル・ホース類が通っていることを確認しました。確認したケーブ

ル・ホース類については、以下の通りです。 
・原子炉注水用ホース（仮設消防車用）１本 
・使用済み燃料プール補給用ホース（非常用）２本 
・Ｎｏ．１，２純水タンク補給水用電動弁ケーブル １本 
・Ｎｏ．１，２純水タンクレベル計監視用電源ケーブル １本 



 

・水処理メタクラ（Ａ系）用電源ケーブル １本 
・残りの３本のケーブル・ホース類については、現在調査中 

 

３月 29 日午後８時５分頃、５，６号機にある起動用変圧器にて地絡警報が発生い

たしました。直ちに関連パラメータを確認したところ、電圧に異常がないことを確認

しました。同日午後８時 41 分に発電所構内の水処理建屋＊へ供給している電源のしゃ

断器を開放したところ、地絡警報は解除しました。 
   ＊：発電所構内で使用するろ過水を作るための建屋であり、汚染水は扱っていない。 

５，６号機の起動用変圧器５ＳＡ－２において発生した地絡警報は、水処理メタク

ラ（Ａ系）用電源ケーブルが損傷したことにより発生したものと推定しました。 

 
今後、火災の原因調査を行うとともに、損傷したケーブル・ホース類の応急措置等

の検討を行ってまいります。 
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